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田中  一行
天野先生は私の息子彰一の師でありました。
大学院志望の息子は2000年甲南大学を卒業後、
関学の総合政策研究科に入学致しました。1997
年の京都議定書に興味を持った息子が取り組
もうとしたのは環境政策。この分野で権威の天
野先生にご指導頂くことになり、先生から息子
に示された研究課題は「排出許可証取引制度」
でした。当時国内では制度設計の必要性が叫
ばれていたそうです。学術的な専門英語に縁が
なかった息子に欧米の原書研究による論文執筆
など出来るのか、入学直後から息子にとって奮
闘の日々が始まりました。息子によると、先生
のご指導は誠に厳しく妥協を許さないのだそう
です。専門用語の基本やそれをどう意訳するの
か、何故そう考えるのか、論文における表現や
正しい文法の使い方、あげくは句読点の置き方
等々、徹底的に矯正されたそうです。その内容
を具体的に聞くと、私自身密かに赤面するよう
な事も多くありました。潔癖ですが、いつも穏
やかにニコニコと人に接する性格の息子を、私
はとても愛しておりました。そんな息子が存
外逞しく天野先生に組みついていく姿を見たの
は、入学後しばらくしてからです。先生の鞭は
三田の学舎だけでなく、神戸のご自宅近くの喫
茶店でも振るわれ、コーヒー一杯で3～ 4時間近
くしごかれ、息子はヘトヘトになって帰ってく
る事が多くなりました。しかしながら先生の指
導力は素晴らしく、息子の研究に対する姿勢は
一変してしまいました。苦手であった原書を訳
して環境先進国の制度を研究し、諸外国の研究
生達とのメール交換により様々な論文を集めて
は読み、自らの論文を多く執筆するようになり
ました。天野先生が発刊される専門書の数頁を
息子が埋める事も珍しくなくなりました。
いつだったか「父さん、何かいいCDないか、
グリーが吹き込んだもので…」と息子。聞くと、
天野先生は神戸大学在学中グリークラブに所属
され、熱心な男声合唱のファンであるとか。私
が関学在学中、グリークラブに所属した影響で
息子も学部時代グリークラブに所属していまし
た。天野先生は学生時代KGグリーに密かな対抗
心をもって、何度も練習を盗み見に来られたと
か。そんな話に花が咲き、KGグリーのミサ曲が
聴きたいと言われたのを、私に相談してきたの
です。「う～ん」私は公的に市販した「アルベー
ル・デユオーパの荘厳ミサ曲」を持たせました。
現役グリーとOB合同で吹き込んだ国内唯一の音
源で、貴重な一枚でした。「これどうぞ」と渡さ
れたCDを見て、先生は「これは珍しいね、あり
がとう」とにんまりされていたそうな。
2002年3月、修士課程を終えた息子は博士課
程後期課程に進学しました。その時天野先生
がご退職されたため高畑先生に指導教授をお引
き受け頂き、専門の環境政策は引き続き天野先
生のご指導でした。そこから息子の生活がさら
に引き締まったものになりました。「天野先生
が鬼になった…」と息子。修士時代も結構厳し
いようでしたが、今度はその比ではなかったの
です。徹底的にしごかれました。論拠を追及さ
れ、類似課題の理解力や表現力、検証能力など
も言及され、提出した原稿は跡かたもなく訂正
だらけで真っ赤になって突き返され、息子は
「未熟さを思い知った…」と必死でした。「修士と
博士ではアマとプロくらい違います！」と厳し
く叱られる日々、それでも先生にかじりついて
いく息子を私は好ましく思ってみていました。
ある日「学者って厳しい世界に住んでいるん
やなぁ」と息子がポツリ。先生に同行して出席
した学会の席上、先生がある発表者にコメント
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されると、質疑応答の末、発表者が遂に論理矛
盾をおこして破綻したのを目の当たりにした時
の感想です。帰途「何故あそこまで…」と聞く息
子に、先生は言下に「あの内容は結論ありきで
データはつじつまを合せただけです。研究者は
卑怯であってはだめです」とバッサリだったそ
うです。
2003年12月の寒い日、息子は突如天に駆け上
がってゆきました。27歳でした。急性膵臓疾患
で本人も親も原因を全く知らないままに…。先
生に弔辞を読んで頂いた葬儀の当日、関学グ
リー OB達と甲南グリー OB達が追悼歌を歌って
くれました。「修士はともかく博士課程在学中
は学究生活に絞りなさい」と先生から合唱活動
を禁じられていたのに、息子が関学グリー OB
達と団を結成してこっそり好きな歌を歌ってい
た事がばれてしまったのです。先生は「もう叱
りようがないですね」と泣き笑いで「私も遠から
ずあっちへ行くからその時に叱っておきます」。
あぁ、息子は天に昇ってまで先生に叱られるの
か…悲しみで自失していたとはいえ「ええ、よ
ろしくお願いします」とアホな事を言ってし
まった私を見て、息子はどう思ったか。こんな
時くらいかばってくれよ、と怒っていたでしょ
うか。
息子の逝った後、多くの未完論文が残りまし
た。先生が一周忌に私の自宅へ弔問に来られた
際、論文集として纏めてみたい、と相談してみ
たところ「私もお手伝いしましょう」と快諾を戴
きました。息子が在学中お世話になった久保田
教授や高畑教授、学友の中尾悠利子氏その他大
勢の方々のご協力を得て、息子の遺稿を関学出
版会から本として発刊する事になりました。遺
稿を体系的に纏めて頂いたのは天野先生と高畑
先生です。発刊に関しては現在学長である井上
先生から絶大なご支援を頂き、その他の事は全
て中尾悠利子氏のご協力を得ました。初稿から
発刊まで約2年かかりましたが、遺稿は『気候変
動と国内排出許可証取引制度』という一冊の本
に生まれ変わりました。発刊のために兵庫県立
大の副学長に転進されていた天野先生のもとへ
何度も打合わせに通いましたが、先生のお人柄
は息子が言っていた如くで、徹底した学究の徒
としての姿勢を貫かれていたと思います。「管理
職を勤めるとつい研究が疎かになるので、私は
そうならないように意を払っています」先生の
口癖でした。本の表題を付けるにあたって「こ
の本は学術書です。単なる記念本ではありませ
ん」と言われ、『排出許可証取引制度』の語彙に
相当の拘りを持たれました。2006年当時「正面
からこのような題を持った本は日本にまだ無い
ですよ」と強調されておられた事が印象に残っ
ています。私には当時の学界の事情をよく理解
出来ませんでしたが、この本を先生が言われた
学術書とすべく、高畑先生のご援助を頂きなが
ら全国の大学の環境系学部や研究所に約500冊
配布致しました。その後、幾つかのところから
追加の要請が届き、専門学校や環境系の国会議
員などからも発送依頼が届き、息子の研究を誠
に誇らしく思ったことです。
息子が逝ってしまった後、私はよく先生にお
会いしました。院生だった息子を最もよく知る
のは先生だったからです。リサーチ・コンソー
シアムの総会、学院の諸行事、その他機会が多
くあり、息子の事をよく話題にされました。先
生と話をしている間、息子のいる懐かしい風景
を取り戻す事が出来たのです。その天野先生が
昨年旅立たれました。最近は息子を偲ぶ事と先
生を偲ぶ事がいつも同じ風景を伴って目に浮か
んできます。天野先生は院生時代の息子のあら
ゆる面での師匠でした。今頃天のどこかでまた
叱られているのでしょうか。僅か4年弱でした
が、私の息子は天野先生のおかげで充実した研
究生活と、誇りある人生を送れました。親とし
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て、感謝の言葉がありません。天野先生、本当
にありがとうございました。
天野先生、息子よ、大空で歌え。
田中一行（たなか　かずゆき　故・彰一氏（関西学
院大学総合政策研究科後期課程）父上）
